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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 4,124 △0.9 203 10.2 180 △7.0 176 △6.9

2026年２月期第１四半期 4,161 △1.3 184 31.7 194 47.1 189 43.4

（注）包括利益 2027年２月期第１四半期 105百万円（△73.2％） 2026年２月期第１四半期 395百万円（△17.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 31.42 －

2026年２月期第１四半期 33.76 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年２月期第１四半期 27,065 5,541 20.5 988.13

2026年２月期 27,596 5,436 19.7 969.25

（参考）自己資本 2027年２月期第１四半期 5,541百万円 2026年２月期 5,436百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年２月期 －

2027年２月期（予想） 0.00 － － －

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 8,000 0.1 150 △3.4 100 △42.7 50 △73.7 8.91

通期 16,000 0.1 250 31.1 150 △17.2 100 － 17.83

１．2027年２月期第１四半期の連結業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2027年２月期の期末配当予想につきましては未定とさせていただきます。今後、予想が可能となりました段階で改めて公表いたします。

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年２月期１Ｑ 6,003,400株 2026年２月期 6,003,400株

②  期末自己株式数 2027年２月期１Ｑ 394,948株 2026年２月期 394,692株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年２月期１Ｑ 5,608,580株 2026年２月期１Ｑ 5,609,151株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名） 、除外 －社 （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】２ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。



【個別経営成績】 （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 3,475 △1.6 180 4.3 126 △16.3 140 △11.6

2026年２月期第１四半期 3,531 △1.9 173 38.8 151 62.7 158 53.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 24.97 －

2026年２月期第１四半期 28.26 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年２月期第１四半期 23,866 3,752 15.7 669.04

2026年２月期 24,304 3,676 15.1 655.55

（参考）自己資本 2027年２月期第１四半期 3,752百万円 2026年２月期 3,676百万円

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 6,800 0.1 150 △18.8 100 △28.7 50 △69.8 8.91

通期 13,500 0.4 250 △10.2 150 15.2 100 － 17.83

（参考）個別業績の概要

・個別業績の概要は法定開示におけるレビュー対象ではありません。

（１）2027年２月期第１四半期の個別業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

【個別財政状態】

（２）2027年２月期の個別業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（３～５月）における百貨店業界は、大都市圏を中心に国内富裕層の消費が引き続き

活発化するとともに、インバウンド需要が回復基調に転じたことから、概ね堅調な推移となりました。

こうした状況の中、当社におきましては、主力の百貨店業において、地域では大和にしかできない「新しい商品

と企画」の開発強化に取組んで参りました。

香林坊店におきましては、１階フロアに、北陸では初めてとなるスイスのカジュアルウォッチ「スウォッチスト

ア金沢」の期間限定ショップ（３月１９日～５月３１日）などを開設し、新たな顧客層の獲得に努めるとともに、

５月には食品フロアに「神戸コロッケ」を新規導入し総菜売場の品揃え拡充を図りました。

富山店におきましては、３月に食料品フロアにおいて「海宝丸」を改装し、好調な鮮魚売場をさらに強化すると

ともに、「初夏の大北海道展」（４月２３日～５月６日）においては、初登場の人気スイーツや話題の店の品揃え

に注力し、多くのお客様で賑わいました。

また、両店において外商顧客を対象とするラグジュアリーブランドのポップアップ企画を随時開催するなど、本

物志向の顧客ニーズへの対応を図って参りました。

こうした取組みにより、売上高につきましては若干減収となりましたものの、総額売上高では僅かながらも増収

となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、

・売上高 ４１億２千４百万円（対前年同四半期増減率△0.9％）

・営業利益 ２億３百万円 （対前年同四半期増減率 10.2％）

・経常利益 １億８千万円 （対前年同四半期増減率△7.0％）

・親会社株主に帰属する四半期純利益 １億７千６百万円（対前年同四半期増減率△6.9％）

となりました。

今後につきましても、地域では「大和にしかない商品」「大和にしかできない企画」を推進し、重点顧客層の更

なる深耕と次世代顧客の獲得に取組んで参ります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、２７０億６千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億３

千万円減少しました。

負債につきましては、２１５億２千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億３千６百万円減少しました。

純資産につきましては、５５億４千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５百万円増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期累計期間及び通期業績予想につきましては、緊迫化する地政学リスクに加え、各種コストの上昇や消

費者の節約志向の高まり等、経営環境の先行きは不透明感が続くことが予想されるため、現時点では２０２６年４

月１０日に公表しました予想を据え置いております。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

百貨店業 ホテル業 出版業 印刷業
人材

サービス業
計

売上高

(1）外部顧客への

売上高
3,531,021 302,634 159,514 69,426 10,426 4,073,024 88,850 4,161,874 - 4,161,874

(2）セグメント間

の内部売上高又は

振替高

577 14,411 - 73,226 63,117 151,332 - 151,332 △151,332 -

計 3,531,598 317,046 159,514 142,653 73,543 4,224,357 88,850 4,313,207 △151,332 4,161,874

セグメント利益 144,208 9,485 3,537 25,795 5,788 188,816 8,330 197,146 △2,500 194,646

（単位：千円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

百貨店業 ホテル業 出版業 印刷業
人材

サービス業
計

売上高

(1）外部顧客への

売上高
3,475,289 310,059 154,039 75,651 19,749 4,034,789 89,596 4,124,386 － 4,124,386

(2）セグメント間

の内部売上高又は

振替高

604 8,852 － 67,897 68,671 146,025 - 146,025 △146,025 －

計 3,475,893 318,911 154,039 143,549 88,420 4,180,815 89,596 4,270,412 △146,025 4,124,386

セグメント利益 115,198 11,774 15,152 29,887 6,660 178,674 5,274 183,949 △3,015 180,933

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2025年３月１日 至 2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食業他を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,500千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2026年３月１日 至 2026年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食業他を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△3,015千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前第４四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「人材サービス業」について、量的な

重要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。また、報告セグメントとし

て記載していた「飲食業」について、量的な重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて記載する方

法に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記

載しております。
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期 別

店 別

前第１四半期累計期間

自 2025年 3月 1日

至 2025年 5月31日

当第１四半期累計期間

自 2026年 3月 1日

至 2026年 5月31日

対前年同四半期

金 額 構成比 金 額 構成比 増減金額 増減率

香 林 坊 店

富  山  店

5,675

4,011

58.6

41.4

5,773

3,975

59.2

40.8

97

△35

1.7

△0.9

 合 計 9,687 100.0 9,749 100.0 61 0.6

期 別

商 品 別

前第１四半期累計期間

自 2025年 3月 1日

至 2025年 5月31日

当第１四半期累計期間

自 2026年 3月 1日

至 2026年 5月31日

対前年同四半期

金 額 構成比 金 額 構成比 増減金額 増減率

衣 料 品

身 回  品

雑 貨

家 庭 用 品

食  料 品

そ の  他

2,653

1,380

2,307

461

2,468

415

27.4

14.2

23.8

4.8

25.5

4.3

2,568

1,452

2,426

477

2,416

407

26.3

14.9

24.9

4.9

24.8

4.2

△84

71

118

16

△51

△8

△3.2

5.2

5.1

3.6

△2.1

△1.9

合 計 9,687 100.0 9,749 100.0 61 0.6

３．（参考）個別店別・商品別売上高

【店別売上高】

（単位：百万円,％）

※店別売上高は、収益認識に関する会計基準適用前の総額売上高を記載しております。

【商品別売上高】

（単位：百万円,％）

※商品別売上高は、収益認識に関する会計基準適用前の総額売上高を記載しております。

- 8 -

㈱大和（8247） 2027年２月期 第１四半期決算短信


